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経済産業省での経験と
星の輝きと

審査業務部長　

脇本 眞也

仕事編

経済産業省における私の歩み

1 9 7 8年（昭和5 3年）に通商産業省

に入省し、早いもので2 7年が過ぎま

した。私は技術系行政官として採用

されましたが、この間、必ずしも技

術ということに囚われないで、いろ

いろな部局に所属し、多くの経験を

積むことができましたが、最も貴重

な体験は3年間の海外勤務でありま

した。

1 9 9 0年（平成2年）3月から3年間、

ベルギーのブラッセルに勤務しまし

た。ブラッセルというのは、現在の

EU（欧州連合）の本部があるところ

で、当時はEC（欧州共同体）と呼ば

れており、加盟国も1 2カ国でした。

当時欧州では、1 9 9 2年の市場統合に

向けて熱心な議論がなされていると

ころでした。経済分野に限定されて

はおりますが、戦争によらず、話し

合いによる初めての国の統合の試み

として、欧州の人々の間で熱心に議

論がなされており、日本からもこの

試みに熱い視線が向けられておりま

した。その後、欧州の人々の思いが

次第に現実のものとなり、市場統合

が成功し、さらに通貨統合にまで発

展し、現在は政治統合に向けての議

論がなされております。また、加盟

国も当時の1 2カ国から現在では2 5カ

国にまで拡大し、さらに増える勢い

となっております。このような欧州

にとって重要な時期に、3年間議論の

中心地ブラッセルでその動向を見守

ることが出来たことは私にとっての

何よりの貴重な体験となりました。

ベルギーから帰国してからの2年

間は、貿易局の貿易保険課に所属し

ました。当時の通産省の貿易保険は、

年間引受件数6 0万件、引受金額2 0兆

円という世界でも最大級の規模で、

私は貿易保険の企画室長と情報シス

テム室長を兼任させていただきまし

た。企画室長としての仕事は、保険

全体の経営状況の監視、貿易保険の

制度設計、国別の保険料率の設定が

主なものでした。また、情報システ

ム室長としての仕事は、保険事務の

システム設計、運用ということでし

た。私にとっては、初めての現業の

管理業務であり、現業というものを

知る良い機会でありました。その後、

この部門は、独立行政法人日本貿易

保険として当省から分離独立して運

営されることとなりました。

1 9 9 5年からの2年間は、つくばの

産業技術融合領域研究所の研究調整

企画官として先端技術の研究開発の

マネージメントの仕事を行いまし

た。当時この研究所には日本中から

産学官の優秀な研究者が集まり、

「アトムテクノロジー」または「オ

ングストロームテクノロジー」と呼

ばれる研究を世界に先駆けて行って

おりましたが、当時、米国から科学

技術調査団が来日し、この研究に米

国が注目した結果、その後の「ナノ

テクノロジー」ブームに繋がること

になる訳ですが、このエピソードは

あまり知られていないようです。

その後、基礎産業局鉄鋼課で技術

振興室長として、我が国の基幹産業

であり、重厚長大産業の代表格であ

る鉄鋼業の技術開発を支援する業務

に携わりました。

一口に鉄と言っても、普通鋼のみ

ならず、高張力鋼、耐熱鋼、ステン

レス鋼など多くの種類があり、我が

国でしか生産できない高度の鉄鋼材

料（注：私はこれをファインスティ

ールと名付けました。）を開発するこ

とが、途上国の追い上げに対する唯

一の対抗策であり、鉄鋼業界の技術

者と膝を交えて日夜、技術開発論議

や産業政策論議を交わす日々を送り

ました。

1 9 9 8年から2年間は工業技術院の

国際研究協力課長として、先進国と
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は対等の立場での研究協力、途上国

とは研究支援という目的での交流を

進めるべく世界中を飛び回りまし

た。この間、計1 8回の海外出張をし

ました。米、英、仏、独、露はもちろ

んのこと、A P E Cにおける協力活動の

一環として、中国、韓国、豪、ニュー

ジーランド、タイ、ベトナム、ブルネ

イ、メキシコにも出張しました。

その後、2 0 0 1年1月に通商産業省

が経済産業省に改編されると同時

に、私は関東経済産業局へ産業振興

部長として出向し、翌年には中小企

業庁に技術課長として着任いたしま

すが、これらの職務は共通して、や

る気と能力のある中小企業やベンチ

ャー企業をいかに支援するか、とい

う一言に尽きるものでした。理念論

に陥りやすい中小企業政策の企画立

案の課程で、関東経済産業局時代に

見て回った現場の感覚をいかに生か

すか、というのがこの間の私の課題

でした。

また、中小企業庁技術課長時代に

は、宮内庁から、天皇陛下の研究開

発型中小企業への行幸のご希望が2

度にわたって寄せられ、技術課にお

いて、昭島市のスタック電子（株）

と、さいたま市の（株）住田光学ガ

ラスへの行幸の手配を行いましたこ

とも、今となっては忘れがたい思い

出です。

以上のように、いろいろな分野で

貴重な経験をさせていただきまし

た。振り返ってみますと、自分自身

の未経験の分野に思い切って飛び込

んでみることが、自分の成長に繋が

ったものと思っております。現在は

また特許庁において知的財産政策と

いう自分にとって未知の新たな領域

に「挑戦」しております。

趣味編

夜空の星を眺めてみよう

最近は宇宙の話題がマスコミを賑

わせております。米国の火星探査機

「スピリット」による火星表面の写

真撮影、土星探査機「カッシーニ」

による土星衛星群の観測、日本がハ

ワイに建設した大型光学赤外線望遠

鏡「すばる」による深宇宙の観測成

果等、宇宙に関する話題が途切れま

せん。そのためか例年に比べ数倍の

ペースでアマチュア向けの天体望遠

鏡が売れているそうです。

私が小学生だった頃、世間一般の

宇宙への関心はまだまだ低く、天文

アマチュアというと変わり者の代名

詞のような時代でした。とりわけ私

の育った四国の松山のような田舎で

はそうでしたが、私はその頃たまた

ま小さな屈折式天体望遠鏡を買って

もらう機会に恵まれました。その小

さな望遠鏡で初めて見たのが木星の

縞模様と木星の周りを回る4個のガ

リレオ衛星、そして土星の輪でした。

この時望遠鏡で覗いたこれらの天体

の美しさと神秘に魅せられ、以来私

も天文アマチュアすなわち変わり者

の仲間に加わることになってしまい

ました。

それ以来、高校を卒業するまで、

晴れてさえいれば夜中に起き出して

は望遠鏡で星をみました。後に谷村

新司の曲で有名になった牡牛座の

「昴（すばる、プレヤデス星団）」を

はじめとして、琴座の環状星雲、オ

リオン座の大星雲、アンドロメダ銀

河、メシエ天体、等々、これらを見

たときの感動は今も忘れられないも

のです。

ところがその後東京で生活するよ

うになり、星を見ることもすっかり

忘れたまま年月が経ってしまいまし

た。再び星を見るようになったのは、

1 9 9 0年からのブラッセルに海外勤務

中のことです。日本から遠く離れた

ブラッセルでふと見上げた夜空の

星々が、子供の頃に四国の松山で見

た星々と同じように輝いていたから

です。当たり前と言ってしまえばそ

れまでですが、新鮮な感激でした。

その後帰国してみると、日本では

宇宙への関心が随分高まり、9月1 2

日が「宇宙の日」に指定され、各地

に天文宇宙関連の公共施設が次々と

オープンしていました。各地で地域

の活性化を狙った天文台やプラネタ

リウムの建設プロジェクトが数多く

見られ、さらに避暑地には天体望遠

鏡を備えたペンションも出現してい

ました。一昔前には考えられなかっ

たことです。天文アマチュアもやっ

と変わり者の域から脱却できそうな

状況です。

今年中に日本から見える天文現象

としては、9月2 3日に昴（すばる、プ

レヤデス星団）が月に隠される現象

（星食）が起こる予定です。また、5

月上旬には水瓶座η（エータ）流星

群、8月中旬にはペルセウス座流星

群も見られます。さらに特別な現象

ではありませんが、1 0月下旬には火

星が大接近し明るく輝くはずです

し、11月上旬には金星が「宵の明星」

として西の空に輝くはずです。これ

らはすべて望遠鏡がなくても肉眼で

見られるもので、難しい理論は別と

して、天文ショーとして眺めて楽し

いものです。

カラオケで「昴（すばる）」を歌う

人も、夜空の「昴」を見たことのあ

る人は意外に少ないのではないでし

ょうか。皆さんも、夜空の星を眺め

てリフレッシュしてみませんか。


